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〜東⼯⼤若⼿研究者による先端研究〜 

蔵前⼯業会は東京⼯業⼤学との共催により、時宜に適した技術テーマを皆様と考える
「蔵前科学技術セミナー」を、毎年開催しています
今回は、皆様注⽬の「東⼯⼤若⼿研究者による情報理⼯学先端研究」を取り上げます
コーディネーターの⼭村先⽣（東⼯⼤情報理⼯学院教授）は次のように述べられています

現代情報理⼯学の急速な進展は、
社会に⼤きな変⾰をもたらしています
東⼯⼤情報理⼯学院の若⼿教員を集め、彼らが現在何を⾒て、
これから何をしようとしているのかを通じて、
来るべき次の波を⼤胆に予想します

⽇時︓ 2023年10⽉14⽇（⼟）
受付開始 12:30 
講演会 13:00〜17:15（無料）
交流会 17:15〜18:15（3,000円 *、学⽣は無料）

会場︓ 東⼯⼤蔵前会館（⼤岡⼭駅前）
講演会のみZoom Webinarによるオンライン配信

講演︓
「 実験数学 」
東⼯⼤情報理⼯学院講師⼟岡俊介

「 スパース計測データ解析
〜真の情報を明らかにするオッカムの剃⼑〜」

東⼯⼤情報理⼯学院准教授 ⼩野峻祐

「 コヒーレントイジングマシンによる圧縮センシング 」
東⼯⼤情報理⼯学院特定教授・東京⼤学教授⻘⻄亨

「 AIが加速する創薬・⽣命科学 」
東⼯⼤情報理⼯学院テニュアトラック助教⼤上雅史

申込︓ 次のURLからお申込みください（締切 10/9）
https://www.kuramae.ne.jp/krpe/topics_detail29/id=6836

* 会場受付時に現⾦払い



「 プロローグ 」 東京⼯業⼤学 情報理⼯学院 情報⼯学系 教授 ⼭村雅幸

現代の情報⼯学は、デジタル技術の急速な進歩によって驚異的な進化を遂げています。本セミナーでは、情
報理⼯学の世界における最新の挑戦と展望について詳しく探求します。
東⼯⼤情報理⼯学院は、その優れた教育体制と研究成果により、産業界や学術界で⾼く評価されています。

多くの卒業⽣が先端技術の開発や研究に従事し、情報技術の進化や社会の発展に貢献しています。さまざまな
先端研究が⾏われています。
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「 実験数学 」 東京⼯業⼤学 情報理⼯学院 講師 ⼟岡俊介

実験数学とは、数学的な⼿法やアイデアを実際の実験や観察に適⽤し、新しい知⾒や洞察を得る学問の⼀分
野です。伝統的な数学とは異なり、実験数学では実際の現象やデータを基に数学的なモデルを構築し、そのモ
デルを⽤いて予測や解析を⾏います。
実験数学は、物理学や⼯学などの応⽤科学分野において広く活⽤されています。例えば、流体⼒学や材料科

学における振る舞いの予測や解明、データ解析や画像処理によるパターン認識などが挙げられます。実験数学
の⼿法は、現実の問題に対する数学的な洞察を深めることや、新たなアイデアや理論の発⾒につながることが
期待されています。 †1

「 スパース計測データ解析 〜真の情報を明らかにするオッカムの剃⼑〜 」
東京⼯業⼤学 情報理⼯学院 准教授 ⼩野峻祐

スパース計測データ解析は、⾼次元のデータから有⽤な情報を抽出するための⼿法の⼀つです。スパース性
とは、データの中でほとんどの要素がゼロまたは⾮常に⼩さい値であるという性質を指します。スパース計測
データ解析では、このスパース性を利⽤して、有⽤な情報を抽出します。
スパース計測データ解析は、画像処理、信号処理、機械学習、通信などのさまざまな領域で活⽤されていま

す。また、医療画像解析、センサーネットワーク、経済予測、⾳声処理などの実際の応⽤においても重要な役
割を果たしています。 †2

「 コヒーレントイジングマシンによる圧縮センシング 」
東京⼯業⼤学 情報理⼯学院 特定教授・東京⼤学教授 ⻘⻄亨

コヒーレントイジングマシン（Coherent Ising Machine）による圧縮センシングは、最適化問題や信号処
理の⼀部として、圧縮センシング⼿法を応⽤する⽅法です。コヒーレントイジングマシンでは、観測⾏列とし
て磁性体のスピン構造を⽤いる特殊な⼿法が使われます。
コヒーレントイジングマシンによる圧縮センシングは、特に⾼次元データの効率的な圧縮と復元が求められ

る場合に有⽤です。例えば、画像やビデオデータの圧縮や、センサーデータの効率的な処理などに応⽤されま
す。 †3

「 AIが加速する創薬・⽣命科学 」
東京⼯業⼤学 情報理⼯学院 テニュアトラック助教 ⼤上雅史

創薬や⽣命科学の分野でもAIが活躍しています。新しい薬の開発は年々難しくっており、現在では１つの薬
を作るのに13年以上・2000億円以上の研究開発コストがかかります。AIを中⼼とする「計算による予測技
術」によって、創薬のコストを⼤幅に軽減しようと、⼤きな期待が集まっています。実際に、疾患メカニズム
の解明や、薬の作⽤をAIによって明らかする研究が進められてきました。本講演では、AI技術がどのように創
薬や⽣命科学に活⽤されるのか、具体的な研究事例とともに紹介したいと思います。

†1, †2, †3 :  この⽂章の作成には、ChatGPTが使われています


